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宝グループの概要 4

社名︓ 宝ホールディングス株式会社
創業︓ 1842（天保13）年
設⽴︓ 1925（⼤正14）年9⽉6⽇
上場市場︓ 東証⼀部（証券コード: 2531）

本店所在地︓京都市下京区四条通烏丸東⼊
取締役社⻑︓⽊村 睦
資本⾦︓ 13,226百万円
従業員︓ 4,748名 （グループ連結／2021年3⽉末現在）

連結⼦会社︓61社 （国内:11社、海外:50社／2021年9⽉末現在）

 2021年3⽉期実績 連結売上⾼ 2,784億円
連結営業利益 216億円

プライム市場選択申請書を提出済



宝グループの構成 5

宝酒造 宝酒造ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ

国内事業
そ
の
他
グ
ル
ー
プ
会
社

海外事業
タカラバイオグループ

バイオ事業

宝ホールディングス株式会社

2002年 持株会社化 寳酒造→宝ホールディングスへ商号変更
宝酒造、タカラバイオを設⽴

2004年 タカラバイオ 東証マザーズへ上場 → 2016年 東証⼀部へ市場変更
2017年 宝酒造インターナショナルを設⽴

売上・営業利益構成 6

売上⾼構成

宝酒造
1,200

(41.5%)

タカラバイオG
593

(20.5%)

タカラバイオG
200

(59.9%)

宝酒造
42

(12.6%)

宝酒造
ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙG

993
(34.4%)

宝酒造
ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙG

80
(24.0%)

連結売上⾼
2,890

連結
営業利益

334

営業利益構成
（億円） （億円）

（2022年3⽉期予想ベース） （2022年3⽉期予想ベース）



海外⽐率 7

海外売上⾼⽐率

国内
1,585

(54.8%)

国内
2,455

(51.7%)

海外
1,305

(45.2%)

海外
2,293

(48.3%)

連結売上⾼
2,890

宝グループ計
4,748

（2021年3⽉末）

海外従業員⽐率
（億円） （⼈）

（2022年3⽉期予想ベース）

⻑期経営構想「TGC100」

グループとして将来のありたい姿を定め
100周年を迎える2025年(2026年3⽉期)をマイルストンとした、

６年間の経営計画

⻑期経営構想
「TaKaRa Group Challenge for the 100th」（TGC100）

宝グループは、おいしさを追求する技術と⾰新的なバイオ技術によって
和酒・⽇本⾷とライフサイエンスにおける多様な価値を
安全・安⼼に提供し続ける企業グループとなることで

⼈と⼈の繋がりと笑顔にあふれた健康的で豊かな⽇々の暮らしへの貢献を⽬指します。

◆ Vision

笑顔で繋がる豊かな暮らしを 〜Smiles in Life〜
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⻑期経営構想「TGC100」

国内事業
（宝酒造）

国内の和酒No.1メーカーのポ
ジションを活⽤した付加価値経
営への変⾰によって、着実に利
益成⻑できる事業基盤を再構
築し、企業イメージを向上させ
てグローバル和酒No.1企業
（※）としての根幹を⽀える。

※国内＋海外（輸出＋現地⽣産）で
和酒No.1

海外事業
（宝酒造インターナショナル）
グローバルな和酒の拡⼤を加
速させるとともに、海外⽇本⾷
材卸のネットワークの拡充を進
めながら、国内外でのグループ
シナジーをさらに発揮し、海外
における和酒・⽇本⾷材No.1
企業（※）を⽬指す。

※海外（輸出＋現地⽣産）和酒No.1＋
海外⽇本⾷材卸No.1

共通
⽬標

国内事業と海外事業が協業することで、⼀体感
を持って「グローバル和酒・⽇本⾷材No.1企業
（※）」を⽬指す。

※グローバル和酒No.1＋海外⽇本⾷材卸No.1

バイオ事業
（タカラバイオ）

研究⽤試薬・機器事業と
CDMO事業を通じ、バイオ創
薬基盤技術開発を進め、新モ
ダリティ（治療法）を創出し続
ける創薬企業を⽬指す。

9

技術⼒、商品⼒、ブランド⼒をさらに向上させ、
「和酒・⽇本⾷市場」「ライフサイエンス産業」における多様な価値を提供することで、
宝グループの国内外での存在感を⾼めながら、持続的な成⻑と⾶躍を実現する。

◆経営⽅針

◆事業戦略

2022年3⽉期の活動⽅針 10

国内事業（宝酒造）
 新型コロナウイルスの影響が継続することを前提とし、業務⽤市場は引き続き冷え込

みが続くと⾒込むが、収束した際の環境変化にも柔軟に対応できるように備える。

 家庭⽤市場の需要増を着実に捉えることで売上⾼を拡⼤させ、和酒No.1企業の
地位盤⽯化を図る。

 利益率の改善に向けて、カテゴリーごとに商品ミックスの観点から⽬標となる利益額、
利益率を設定し、効率的に各ブランドの開発・育成に取り組む。

 コスト削減と効率化活動を継続・進化させることで、商品育成への投下原資を確保
する。

コロナ禍で顕在化した各事業の弱みに速やかに対処し、本来の強みを伸ばしていくこと
で、宝酒造インターナショナルグループを回復軌道に乗せ、宝酒造、タカラバイオグループ
も増益とすることで、営業利益は過去最⾼の更新を⽬指す。

全体



2022年3⽉期の活動⽅針 11

【全体】
コロナ禍の影響により、特に料飲店市場において厳しい事業環境は継続が予想されるも、⼩売店ルートや
ネット販売など、販売チャネルの多⾓化に取り組むことで、事業体質を強化する。

【海外酒類事業】
洋酒で安定的な利益を獲得しながら、重要な戦略である「グローバル和酒No.1」を推進するためにも、
清酒を中⼼とした現地製造と輸出で商品ポートフォリオを充実させ、和酒の早期の売上回復をはかる。

【海外⽇本⾷材卸事業】
すでに取り組みを開始している⼩売店ルートやネット販売などのチャネルの多⾓化や、倉庫オペレーションの
改善によるSCM機能の強化、共通購買など商品調達⼒の向上をさらに推し進める。

【全体】
研究開発と製造の「⽣産性向上」を⽬指し、持続的成⻑のための基盤構築を継続していく。

【試薬】
● ライフサイエンスの研究開発活動の回復に伴い⼀般研究⽤試薬を拡⼤する。
● 新製品開発体制を強化し、継続的な業績拡⼤をめざす。
● 体外診断⽤医薬品などのPCR検査試薬の製造体制の整備を進める。

【受託】
● 遺伝⼦・細胞プロセッシングセンター２号棟をフル実装化し再⽣医療等製品受託のキャパシティを拡⼤する。
● 製造効率の向上とコストダウンを⽬指し、関連技術開発に注⼒する

【遺伝⼦医療】
● 上市を⾒据えた再⽣医療等製品の製造/供給体制整備を進める。
● 新規臨床開発プロジェクトの創出に加え、次世代基盤技術の開発に注⼒する。

海外事業（宝酒造インターナショナル）

バイオ事業（タカラバイオ）
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連結業績推移 12

営業利益
（単位︓億円）売上⾼

（単位︓億円）

売上⾼・営業利益の推移

（予想）

注）2022年3⽉期以降収益認識に関する会計基準等を適⽤しており、適⽤しなかった場合の売上⾼は3,184億円（影響額294億円）となる

営業利益

116 135 156
178

158

215 334

（計画）

⻑期経営構想
における

営業利益⽬標

ROE（％） 4.5

2022年3⽉期は売上⾼、営業利益ともに過去最⾼を更新する予想。
営業利益、ROEは⻑期経営構想の定量⽬標を上回る

8.05.4 6.4 7.9 7.1 6.1 6.9 10.0
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焼酎
31.9%

清酒
11.6%

ソフトアルコール飲料
30.9%

その他酒類3.7%

本みりん8.8%

その他調味料6.8%

原料⽤アルコール等6.3%

国内事業 〜 宝酒造 14
カテゴリー別売上構成⽐（2021年3⽉期）宝酒造の主な商品

焼酎

清酒 調味料ソフトアルコール飲料



「和酒」の各カテゴリーで⾼いマーケットシェア 15

甲類焼酎 清酒 本みりん（⼀種）

＜データ出所＞ 焼酎甲類・清酒:⽇刊経済通信社公表値より当社推計、本みりん:当社推計

（2020年）

10.9%

1位

58.8%

1位1位

28.1%

甲類焼酎、清酒、本みりん等「和酒」においてトップシェア

0

500

1,000

1,500

05年 06年 07年 08年 09年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年

タカラ「焼酎ハイボール」実績推移 16

⾟⼝の味わいや「糖質オフ・ゼロ」が⽀持され、タカラ「焼酎ハイボール」は
16年連続で伸⻑。2020年のソフトアルコール市場で第４位のブランド

（万c/s）

出所:当社販売実績期間:4ｰ3⽉（350ml×24本換算）



宝酒造のブランドを⽀える強み 17
⿊壁蔵（宮崎県⾼鍋町）に

85種類、約20,000樽の樽貯蔵熟成酒を保有

2003年以降、全国新酒鑑評会で
松⽵梅は⾦賞を連続受賞

独⾃の「焙炒（ばいしょう）処理」による芋麹を全量使⽤し、
芋本来の華やかな⾹りと上品ですっきりとした味わいを実現

広⼝と細⼝が簡単に切り替えられる2段式キャップ等が
評価され、「2021年度グッドデザイン賞」を受賞

⿊壁蔵の樽貯蔵庫

⽩壁蔵（神⼾市東灘区）

⿊壁蔵

宝酒造業績推移 18
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（予想）

1,495※

※収益認識に関する会計基準等を適⽤しなかった場合の⾦額

酒類課税移出数量が減少傾向にある中、宝酒造は安定した売上⾼を維持
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（参考）酒類課税移出数量推移（千㎘）
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バイオ産業⽀援事業〜タカラバイオ 20

技術基盤かつ収益基盤であるバイオ産業⽀援事業は、世界中のバイオ研究者
を製品・サービスの顧客としている

PCR装置 遺伝⼦解析受託サービス

細胞加⼯受託サービス

試薬 機器

シングルセル解析システム

受託（CDMO）

遺伝⼦を増幅する酵素や
試薬セット（キット）など

約10,000品⽬

遺伝⼦を増幅する装置、
細胞を解析する装置など

研究者（顧客）から
サンプルを預かり、得られた

データや産物を納品

キット製品

RetroNectin®

CDMO︓契約ベースでバイオ医薬品などの開発製造を受託するビジネスモデル
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試薬事業の海外展開 21

試薬事業の海外展開にも注⼒しており、
各国のバイオ研究開発状況に合わせたグローカル戦略を遂⾏

中国
71 億円

⽇本
112 億円

⽶国
90 億円

その他アジア
16 億円

欧州
61 億円
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海外売上⾼⽐率︓68％

海
外

国
内

24%

多様な分野にPCR試薬を供給 22

タカラバイオのPCR試薬は、⾷品・環境から臨床応⽤まで種々のウイルス・細菌
の検出に⽤いられている

専⽤試薬キット PCR装置

検便検査 ⾷中毒検査

⽔質検査

家畜感染症検査

品種判別

細胞検査

⾷品検査

法医学的検査



応⽤分野へのPCR試薬の拡⼤ 23

強みのPCR技術開発⼒を駆使して、⾼機能製品を継続的に開発。
応⽤分野にも拡⼤
 ⾼機能PCR⽤酵素｢TaKaRa Ex Premier DNA Polymerase｣を発売 (2021年10⽉)

 下⽔中の新型コロナウイルス遺伝⼦を検出するPCRキットを発売 (2021年10⽉)
• 検出感度の向上や、反応時間の⼤幅短縮を実現。疫学調査･研究への活⽤を期待。
• ⼭梨⼤学⼤学院 原本英司教授との共同研究成果

 腸管系病原細菌遺伝⼦を検出するPCRキットを発売 (2021年10⽉)
• 厚⽣労働省が調理従事者等に対して求める検便検査⽤。
• ⾷中毒の原因となる腸管出⾎性⼤腸菌、サルモネラ属菌、⾚痢菌の三菌種を同時測定。
• 従来製品に⽐べ、操作性の⼤幅な向上と検査時間の短縮を実現。

 豚熱･アフリカ豚熱の同時診断⽤PCRキットを発売 (2021年11⽉)
• 検体からのウイルスDNA/RNA抽出・精製⼯程が不要で、従来法に⽐べ⼤幅な時間短縮、

労⼒削減を実現。
• 農林⽔産省委託研究「安全な農畜⽔産物安定供給のための包括的ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ研究推進委

託事業」のうち、「官⺠・国際連携によるASFﾜｸﾁﾝ開発の加速化」における国⽴研究開発
法⼈農研機構との共同研究成果

• 実験の「成功率」「正確性」「使いやすさ」を追求した新規フラッグシップPCR酵素

試薬事業の新拠点整備 24

技研究開発・製造体制の最適化が進⾏中。⽇本と⽶国の新施設が稼働開始
⽶国⼦会社 Takara Bio USA の

新拠点
体外診断⽤医薬品などの

国内新製造施設

 経済産業省「ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ対策のための
国内投資促進事業費補助⾦」に採択。

90L 微⽣物培養槽 ⾃動充填装置

所在地 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州ｻﾝﾉｾﾞ市
(ｻﾝﾉｾﾞ国際空港より⾞で約10分)

⼟地⾯積 約 30,000 ㎡
建物⾯積 約 12,000 ㎡ (6,000 ㎡×2棟)
投資規模 約100億円

所在地 滋賀県草津市 本社事業所内

床⾯積 約790 ㎡

製造能⼒ ⽉産800万PCR反応相当分

投資規模 約10億円

 PCR検査試薬等の国内安定供給、
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ上のリスク低減を実現。

 ⽶国内向けPCR酵素などの製造機能
を新たに配備。現地需要に応じた
機動的な製品供給が可能に。

 次世代シーケンサーによるゲノム
解析、シングルセル解析などの先端
研 究 向 け 製 品 開 発 機 能 を さ ら に
強化・拡充。

 グループの研究開発体制の最適化を
推進、さらなる⽣産性向上を図る。
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遺伝⼦医療
受託（CDMO）
⼀般研究⽤試薬・機器

売上⾼・営業利益の推移 25

売上⾼・営業利益ともに⼤きく伸⻑し、過去最⾼を更新する予想

売上⾼推移
(億円)

営業利益推移
(億円)

（予想）（予想）
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139
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事業の展開による市場価値の最⼤化 26

新モダリティを創出する基盤技術の開発により事業展開をさらに加速させる

遺伝⼦治療・細胞治療の
新モダリティ創出

再⽣医療等製品
開発・製造受託

遺伝⼦検査受託

CDMO
事業

創薬事業

研究⽀援
事業

研究⽤試薬
理化学機器

遺伝⼦解析受託

創薬
臨床・診断

産業応⽤
⽀援

ｱｶﾃﾞﾐｱ研究
⽀援

遺伝⼦⼯学
細胞⼯学

再⽣医療等製品の
開発・製造

AAVなどの
ウイルスベクターの
⾼効率⼤量製造技術

siTCR®やJAK/STATなどを
活⽤した次世代TCR/CAR

遺伝⼦治療技術

臓器指向性
in vivo遺伝⼦治療⽤

ウイルスベクター技術
RetroNectin®法
などを活⽤した

遺伝⼦導⼊細胞作製技術

DNA･RNA
⼤量製造関連技術

事業領域
の拡⼤

PCR法などの
遺伝⼦⼯学基盤技術

創薬基盤技術の
開発推進による

企業価値の最⼤化
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海外事業 〜 宝酒造インターナショナルグループ 28

海外酒類事業

海外⽇本⾷材卸事業

⽇本からの輸出および海外での現地⽣産により、清酒「松⽵梅」を中⼼とした和酒やウイス
キーなどを世界各地域で提供

コメや寿司ネタなどの⽇本⾷材や清酒、調味料を⽇本⾷レストラン、⼩売店などに供給



海外事業 〜 宝酒造インターナショナルグループ 29

海
外
⽇
本
⾷
材
卸
事
業

海
外
酒
類
事
業

⽇本⾷
レストラン

スーパー
・⼩売店

テイクアウト
型店舗

⽇本⾷材（⽇本産・海外産）

コメ

寿司
ネタ

醤油

清酒

箸

海苔

⾷器

国
内

海
外

【海外グループ会社】
⽶国宝酒造（北⽶）
宝酒造⾷品（北京）

【宝酒造】
伏⾒⼯場（京都）
⽩壁蔵（神⼾）

輸
出

現
地
⽣
産

海外⽇本
⾷材卸
会社

海
外

⽇本⾷
レストラン

スーパー
・⼩売店

海
外

海外酒類
グループ
会社

海外拠点⼀覧 30

宝酒造アジアパシフィック

⽶国宝酒造宝酒造⾷品

フーデックス

英国駐在事務所トマーチン

上海宝酒造貿易
ミューチャルトレーディング

タザキフーズ

パリ駐在事務所

コミンポート

フーデックスグループ

ケタフーズ

ニッポンフード

宝酒造
インターナショナル

エイジ・インターナショナル

（2010年〜）

（2014年〜）

（2016年〜）

（2017年〜）

（2016年〜）

（2013年〜）

東京共同貿易
（2020年〜）

● 海外⽇本⾷材卸事業の拠点
● 海外酒類事業の拠点

海外酒類事業・海外⽇本⾷材卸事業ともにグローバルに展開



事業環境︓伸⻑する海外清酒市場 31
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現地⽣産 輸出

＜データ出所＞ 輸出︓財務省貿易統計
現地⽣産︓醸造産業新聞社（清酒⼤⼿4社の現地⽣産量合計）

（単位︓㎘）

約25,000㎘

約44,000㎘

直近はコロナ禍の影響で減少も、海外清酒市場は11年で約1.8倍に拡⼤

事業環境︓急拡⼤する⽇本⾷レストラン店舗数 32

＜データ出所＞ 農林⽔産省

北⽶
29,400

(25,300)

欧州
12,200

(12,200)

中南⽶
6,100

(4,600)

オセアニア
3,400

(2,400)

アジア
101,000
(69,300)

ロシア
2,600

(2,400)

アフリカ
500

(350)

中東
1,000

(1,000)

*図中上段は2019年の店舗数、下段カッコ内は2017年の店舗数<出典> 農林⽔産省

<2006年>
約24,000店 → <2013年>

約55,000店 → <2015年>
約89,000店 → <2017年>

約118,000店 → <2019年>
約156,000店

海外⽇本⾷レストランの店舗数は6年間で約3倍に拡⼤



海外酒類事業のグローバル展開 33

⽶国宝酒造

宝酒造⾷品

トマーチン

宝酒造
インターナショナル

エイジ・インターナショナル

“Sho Chiku Bai Junmai Daiginjo”
（松⽵梅 純⽶⼤吟醸）

2020年全⽶⽇本酒歓評会 ⾦賞受賞

“ブラントン ゴールド”
2021インターナショナル・ワイン・アンド・スピリッツ・

コンペティション（IWSC） ⾦賞受賞

“LʼATELIER DU SAKE”
フェミナリーズ

世界ワインコンクール2021
（開催地 パリ）⾦賞受賞

海外の現地⽣産と⽇本からの輸出で世界中に⾼品質な商品を提供

海外酒類事業＜⽶国宝酒造＞ 34

⽶国宝酒造
（カリフォルニア州）

• 1983年設⽴。清酒「松⽵梅」を中⼼とした酒類と、みりん等の
調味料を製造・販売。

• 商品は⽶国内のみならず、欧州、アジアなど世界各地に販売。

概要

主な取り組み

• 清酒「松⽵梅」をはじめ、現地のニーズに対応したFlavored Sakeや梅酒など、豊富な商品ライ
ンアップを展開。

• Flavored Sakeのブランド 「HANA」、「YUKI」のフレーバー展開に注⼒。
• 新規販売先の拡⼤に向け、⽶系の量販店やレストランチェーンへの取り組みを強化。
• オンラインで参加できる「バーチャルテイスティング」を開催し、和酒⽂化の普及に注⼒

⽶国宝酒造が製造する、味わ
いが異なる5アイテムを$50でセッ
ト販売し、購⼊者はオンラインで
テイスティング会へ参加できる。参
加者の9割は初めて松⽵梅の説
明を受ける新規ユーザー。

⽶国産松⽵梅
バーチャルテイスティング

HANA YUKI



海外酒類事業＜輸出＞ 35

宝酒造インターナショナル

• 宝酒造が製造した商品を宝酒造インターナショナルが輸出。
• スパークリング清酒「澪」など国内で⼈気のブランドに加え、近年

は海外専⽤商品の開発にも注⼒。

概要

事業戦略

• 「澪」の輸出拡⼤に向けた、⽶国・中国などの量販企業での取り扱い強化。
• 欧州向け専⽤商品「LʼATELIER DU SAKE」の育成。
• 海外専⽤商品の「寶 和りきゅーる」シリーズの販売促進。

「寶 和りきゅーる」シリーズ

商品名 「LʼATELIER DU SAKE」
＜⼤吟醸＞
（直訳「お酒の研究所」）

ターゲット ⽇本酒エントリー層や⽇本酒
未体験の欧⽶⼈

販売地域 欧州

発売時期 2020年10⽉より輸出開始

「LʼATELIER DU SAKE」

主な取り組み

松⽵梅⽩壁蔵「澪」
スパークリング清酒

海外⽇本⾷材卸事業のネットワーク 36

フーデックス

ミューチャル
トレーディング

タザキフーズ

コミンポート

ケタフーズ

東京共同貿易

世界に広がるネットワークを強みに、⼈気商材などの販売情報の共有
や、商品調達⼒の向上など、シナジーを創出

ニッポンフード

フーデックスグループ



海外⽇本⾷材卸事業＜ミューチャルトレーディング＞37

• 1926年設⽴。⽶国における⽇本⾷材卸事業のパイオニア。
• 全⽶8州に9拠点を展開するほか、寿司職⼈を養成する調理師

学校を経営するなど、⽇本⾷⽂化の浸透にも注⼒。
• 取り扱いアイテムは8,000種以上。⽇本⾷材や酒類のほか、調

理器具や⾷器類も多数。

概要

事業戦略

• 料飲店向けメニュー提案の強化（テイクアウト商材など）。
• ヴィーガン刺⾝やプラントベース商材など、新たなニーズに対応した商品の提供。
• ⼩売りルートや消費者向け直販サイトの拡充など、販売チャネルの拡⼤。

消費者向け直販サイト「MTCキッチン」ヴィーガン刺⾝テイクアウト商材メニュー例

主な取り組み

海外⽇本⾷材卸事業＜フーデックスグループ＞ 38

• 1992年設⽴の欧州最⼤の⽇本⾷材卸ネットワーク。
• フランスを中⼼とするフーデックス、スペインに本拠地を置くコミン

ポート、ポルトガルのケタフーズが、欧州9ヶ国で事業展開。

概要

事業戦略

• サケ、マグロといった冷凍⾷材の取り扱い拡⼤。
• 各国の消費トレンドを踏まえた商品開発推進。
• 量販チャネルへの新規アイテム取り扱い拡⼤。
• 「澪」、「LʼATELIER DU SAKE」をはじめとする⽇本産清酒の育成。

「LʼATELIER DU SAKE」体験の促進
（フーデックスショールーム）

サケ、マグロといった冷凍⾷材の拡⼤

主な取り組み

（サンドイッチとスナックショー2021）
各国の消費トレンドを踏まえた商品開発

（プラントベースチキン）



海外⽇本⾷材卸事業＜東京共同貿易＞ 39

• 2020年3⽉、宝グループのグループ会社に。
• ミューチャルトレーディングをはじめ、世界各地に⽇本の⾷材や

酒類などを幅広く輸出。

概要

事業戦略

• ⽇本酒、和⽜、ハマチ等の⼈気商材の安定した調達。
• テイクアウトや⼩売りルートの需要拡⼤に対応した商材の品揃え強化。
• プラントベース商材の拡充。
• 宝グループの⽇本⾷材卸各社とのさらなる連携強化。

プラントベース商材
（Next Meats＜カルビ、ハラミ、⽜丼＞）

テイクアウト向け商材

東京共同貿易

（⼩袋ドレッシング）

主な取り組み

東京共同貿易の
ショールーム 和⽜

宝酒造インターナショナルグループの業績推移 40
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80

2022年3⽉期の売上⾼・営業利益は過去最⾼となる予想
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宝グループのサステナビリティ 42

「⼈と⼈の繋がりと笑顔にあふれた健康的で豊かな⽇々の暮らしへの貢献」

⻑期経営構想「TaKaRa Group Challenge for the 100th」

2020.5 「宝グループ・サステナビリティ・ポリシー」公表
10の重要課題（マテリアリティ）を選定

事業活動を通じた社会的価値の創造を将来にわたって実現し続けていくためには、
様々な社会課題の解決にこれまで以上に取り組む必要性がある。

2021.6 「宝グループ・サステナビリティ・ビジョン」公表

サステナビリティ・ポリシーの⽅針に基づく、具体的な
中⻑期⽬標を設定。達成時期と⽬標レベルを定め、
より実効性の⾼い取り組みへ。

Vision（ありたい姿） 笑顔で繋がる豊かな暮らしを 〜Smiles in Life〜



「宝グループ・サステナビリティ・ビジョン」に掲げる主な⽬標 43

マテリアリティ 取り組み内容 主な⽬標など

環境 CO2排出量の削減 【2030年（削減率は2018年対⽐）】
＜宝酒造、宝酒造インターナショナルグループ＞
⽣産拠点のCO2排出量を46%削減
＜タカラバイオグループ＞
CO2排出原単位(売上⾼当り）を50%削減

【2050年】
＜グループ連結＞
CO2排出量 実質ゼロ

酒類メーカー
としての責任

商品の
純アルコール量表⽰

・主な商品の純アルコール量をホームページ上で開⽰
（2021年4⽉より順次）
・2025年までに国内で販売するすべての消費者向け商品に
純アルコール量を表⽰（酒類調味料除く）

豊かな
⾷⽣活

和酒・⽇本⾷を通じた
世界中の⼈々への
⾷の豊かさの提供

⽇本⾷の海外でのさらなる浸透に向け、各地で開催される展⽰会等
への出店や情報発信、⽇本⾷料理⼈の育成などを推進

健康 世界のライフサイエンス
研究の発展⽀援

⽇・中・⽶・欧の製造拠点による試薬等の安定供給体制を確⽴し、ラ
イフサイエンス研究の発展を通じて⼈々の健康を⽀援

主な取り組み事例＜純アルコール量の表⽰＞ 44

⼀部商品から、商品パッケージへの純アルコール量表⽰を開始。
2025年度までには、国内で販売するすべての消費者向け商品に表⽰



主な取り組み事例＜タカラcanチューハイ「すみか」＞45

今までにない、すみきった果実感の
⽢くないアルコール5％のチューハイ

タカラcanチューハイ「すみか」

「エシカル」な“タカラcanチューハイ「すみか」”を発売

従来は廃棄されることの多かった果⽪などの
未利⽤部位からおいしさを取り出す技術を
開発し、国産フルーツエッセンスに利⽤
⇒フードロスを削減

エシカル︓地域の活性化や雇⽤などを含む、⼈・社会・地域・
環境に配慮した考え⽅

主な取り組み事例＜サステナブル容器＞ 46

テイクアウト需要の拡⼤に合わせ、環境に配慮した商品を発売

RPET （再⽣プラスチック）素材の容器 折り畳み式⽊製弁当箱
（成⻑の早い⽊材「ファルカタ」が原料）



主な取り組み事例＜タカラバイオグループ＞

• 新型コロナウイルス検査をはじめ、ノロウイルスなど
の⾷中毒検査、ウシ⽩⾎病ウイルスや豚熱ウイル
スなどの動植物感染検査といった各種⾷品・環境
検査・診断キットを提供。

• 新型コロナウイルスの検査分野では、迅速かつ簡
便なPCR検査システムの構築を進め、約1時間で
検査結果を取得できる⾼速PCR検査キットを開
発、販売。

ダイレクト型⾼速PCR検査キット
「SARS-CoV-2 Direct Detection

RT-qPCR Kit」

迅速かつ簡便なPCR検査

• 新たな変異株が出現した場合に備え、変異を特
異的に検出する試薬を約3週間で開発・製品化
し、量産する体制を整備。

（2021年10⽉現在8アイテムを販売）

変異株への迅速な対応

PCRをはじめとしたバイオ技術により、健康な社会づくりに向けた取り組みを推進

47
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株主還元について 49

株主還元⽅針（宝グループ中期経営計画2022）

13.0
16.0

18.0
20.0 21.0

29.0

'17.3 '18.3 '19.3 '20.3 '21.3 '22.3

1株当たり配当⾦（円）

（予想）

・持続的な利益成⻑に合わせて、配当性向で30％台後半となる
安定的な配当を継続

・機動的な⾃⼰株式取得を実施

株主還元について 50

・1,000株以上 → 3,000円相当の当社グループ商品等
・100株以上 → 1,000円相当の当社グループ商品等

・1,000株以上
→優待品に代えて3,000円を寄付

・100株以上
→優待品に代えて1,000円を寄付

公的信託「タカラハーモニストファンド」
または⽇本⾚⼗字社への寄付

株主優待制度

■酒類または調味料詰め合わせ ■社会貢献活動への寄付

※商品は2021年3⽉期の実施例

1,000株以上
酒類詰め合わせ

1,000株以上
調味料詰め合わせ

対象︓毎年3⽉31⽇現在の株主名簿に記録された、当社株式
1単元（100株）以上を保有されている株主様

発送時期︓８⽉下旬〜９⽉下旬
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⼈と⼈の繋がりと笑顔にあふれた
健康的で豊かな⽇々の暮らしへの

貢献を⽬指す

Vision(ありたい姿)

笑顔で繋がる
豊かな暮らしを

〜Smiles in Life〜

宝酒造

宝酒造インターナショナル
グループ

タカラバイオグループ

⼈々の豊かな
⾷⽣活への

貢献

医療・健康
領域における

価値の
創出

社会的価値の創造

ESG課題への対応

気候変動や⼈権問題といったESG課題への対応をはかるとともに、
当社グループ独⾃のバランスのとれた事業ポートフォリオを活かした
社会的価値の創造により、持続可能な社会の実現への貢献と、
企業価値の向上を⽬指す。

ご清聴ありがとうございました。
将来⾒通しに関する注意事項
この資料中の当社および当社グループの現在の計画、⾒通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でない
ものは、将来の業績に関する⾒通しであり、これらは現時点において⼊⼿可能な情報から得られた当社経
営陣の判断に基づくものですが、重⼤なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および
考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは⼤きく異なる結果
となり得ることをご承知おきください。
実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・⾏政制度の
変化、競合会社の価格・製品戦略による圧⼒、当社の既存製品および新製品の販売⼒の低下、⽣産中
断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術⾰新、重⼤な訴訟における不利な判決等があります
が、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。

＜お問合せ先＞
宝ホールディングス株式会社

財務・ＩＲ部
E-Mail ir@takara.co.jp

TEL 075-241-5124




